
 昨年、まさかの会長指名を受け、松浦さんの後を、お引き受けす

ることとなり大変困惑しました。けれども松浦前会長はじめ事務局、

役員の方々の暖かなご支援を頂き、また東京の石井様やウェブマス

ターの佐々木様等のお力をお借りして、どうにか一年を終わること

が出来ました。改めて心から感謝申し上げます。 
 当クラブは６月にはニューカレドニアから陽気で明るいアンバサ

ダーを受け入れ、フランス語と云う言葉の壁を乗り越えて楽しい一

週間を過ごしました。また９月には大分クラブと合同で、5 名の方々

を送り出しました。来年度はニューカレドニア渡航、メルボルン受

け入れが予定されています。 

 

 

ご 挨 拶 会長 広瀬喜美子 

全国大会に参加して（奈良）   森房雅子 

 平成｣22 年 2 月 27 日から 3 月 1 日に出席しまし

た。総会出席者は 230 人の大会でした。 
 会長のジョージブラウン氏のスピーチはこれから

のフレンドシップについて話されました。又、各県

代表者の方々は、会員の高齢化によりホストが少な

く、若いホストをリクルートしたいがなかなか困難

と、会話は同じでした。その後、二月堂のお水取を

見て久しぶりの奈良を楽しむことが出来ました。 

 今後とも皆様方のご協力を頂きながら FF 宮城の運営と発展に努めてまいりたいと思います。

よろしくお願いいたします。 



 

市長表敬訪問について  

 ６月６日～１３日までのニューカレドニアクラブの滞在については中間報告をしました

が、特筆すべき市長表敬訪問について、一言付け加えさせていただきます。 
 ６月７日 16：00～16：30 奥山仙台市長への表敬訪問をすることができました。ヌメア

クラブ、宮城クラブ約 30 名でした。 
 いろいろな方のお力添えがあって実現したのですが、市長御自身、国際交流について興味

をもち話がはずみ、15 分間の予定が 30 分に伸びました。フレンドシップミッションや事業

について、よくご理解いただき、実りのある、素晴らしい訪問でした。 
 ２３年度の派遣は、西東京クラブと合同で４月 9 日から１週間となりました。ホストをし

た人達を中心に募集していますが、「天国に一番近い島に行ってみたい」方も OK です。ED
関井さん、会長、役員、どなたでも結構です。大至急お申し込みください。 

私のホストは、豊かな自然の中に暮らし、ボラ

ンティアグループの会長をしている活動的な

女性でした。滞在中には、車で方々を案内して

くださり、特に思い出深いものにハーディホー

ルへの散策。母川を懸命に泳ぎ登る鮭に感動！

そしてグリーナリー見学。ボランティアによっ

て余剰野菜から作られる即席スープは、世界中

の食糧難に苦しむ国々に送られているそうで

す。 
 皆さんが実践されている自然との共存、助け

合いの精神等を体験させていただきました。有

意義な機会を与えて頂きましたことに、心より

感謝いたしております。 

ペンティクトン滞在記 

川田恵美子 
ペンティクトンの市役所にて（中央が副市長さん） 

 

松浦信子 



 

 大分クラブと共に小型プロペラ機で着いた

のは湖の中間に位置する小さな空港で空気の

きれいな大自然に囲まれた街でした。 
 会員は皆暖かく自分の部屋をあけてくれた

方が何人もいて、メンバー同志が上手に仕事の

分担をし協力し合ってプログラムを成功させ

ようとしている姿が伺えました。 
 リタイアしても各々が自分の時間を自分で

出来る事をみつけて生き生きと社会に貢献し

ている姿がとても印象深い旅でした。 

2010. Penticton  

高松優子 

さる 11 月 20 日郡山主催の北日本ブロック FF 会議に広瀬会

長、五嶋さんと出席した。 
FFJ 石井会長からワシントン DC での世界大会は 330 のク

ラブから 500 名の参加があり、愛知和男氏がウェイン・スミ

ス賞を受賞されたこと、2011 年はハンブルグで、2012 年は

広島で開催との報告があった。その後、蓋郡山会長の進行で

国内交流体験、地域事業交流活動、活性化など報告や質疑応

答があり、来年は太田郡馬で開催とのこと、そこでの発表は

札幌クラブにお願いして終了。その後郡山ビューホテルで懇

親会が行われた。 
 

 北日本ブロック会議に参加して  

岩井紘子 

 受け入れや、渡航の度にい

ただいたおみやげの品がいっ

ぱい溜まりました。 
 12月の忘年会で楽しくオー

クションを行い、2 万円が集

まり、河北新報社の海外援助

に寄付しました。 

河北新報社 

地元紙で紹介され

ました。 

海外援助に寄付 



 

 今期、副会長をさせていただいて、一番驚いたことは、何とこの一年間に、本部からの色々な

お知らせ、PC 画面では読みにくいので印刷すると 400 枚以上になった。本部は会員の減少で収

入が減り、安いビルに移り、職員も減らした。ペルー、マチュピチュ、アマゾン、トルコ etc 
世界中、会費さえ納めればどこでも旅行できる。各クラブで資金集めのバザー、食事会など企画

してとお願いが来る。重要だと分かるものだけ、会員にお知らせしているが、あまりにも、その

量が多すぎて、これほど必要なのかと、時々思う。 

FFI について  

・2010 年度総会、新年会 2 月 17 日 6：00～
   リッチフィールド仙台 
・2 月 27 日・28 日 第 22 回 FF 日本大会 
   （主催：FF 奈良） 
・3 月 1 日 FF 創立記念日  
   World Friendship Day 
・ 4 月 13 日～17 日 
   アジアパシフィックフェスティバル 
・          イン・バリ（参加者なし）

・6 月 6 日～13 日 ヌメア（ニューカレドニア）

  クラブ受け入れ 11 名来仙 
 ED：鈴木淳子、松浦信子、岩井紘子 
・９月 11 日～18 日ペンティクトン（カナダ派遣）

 ED：五嶋由紀子 
 五嶋由紀子、川田恵美子、鈴木淳子、 
 長栄成子、高松優子 5 名参加 
   大分 5 名参加 
・10 月 16 日～18 日  
 2010FF 世界大会（ワシントン DC） 
・11 月 20 日 北日本ブロック会議 
      （主催：郡山クラブ） 
   ビッグアイ・市民プラザ 
 広瀬喜美子、五嶋由紀子、岩井紘子  
    3 名参加 
・12 月 1 日（水） FF 宮城忘年会  
   リッチフィールド仙台 
・会報発行 
・役員会  通常 6 回 3/6 4/15 5/13 8/2 
            10/7 12/1 
     臨時 2 回 6/13 11/10 
     
       （事務局：飯岡 記録：森房）  

＜2010 年 事業報告＞ 

・2 月 17 日（水）2011 年総会・新年会  
   リッチフィールド仙台 
・3 月 1 日  FF 創立記念日 
・4 月 9 日～18 日 ヌメア派遣 
   （ニューカレドニア） 
  ED：関井さい子 西東京と共催

・10 月   メルボルン受け入れ 13 名 
   （オーストラリア） 
  ED：未定 鳥取と共催 
・8 月 25 日～28 日 2011 年世界大会 
   ハンブルグ（ドイツ） 
    ※2012 年 広島 
・11 月 19 日～20 日  第 23 回日本大会  
   主催：太田群馬クラブ 
・11 月頃  
   アジアパシフィックフェスティバル 
            イン・ランプーン 
        （タイ）の予定 
・12 月  忘年会 
 
 ※ 北日本ブロック会議 2011 年 開催なし

 ※ 役員会 年 6 回開催 会報発行 
   （会報編集委員会担当）

＜2011 年度 事業計画＞ 

（編集後記） 
今年度はヌメア受け入れの報告を全体の会員

の皆様に知って頂きたくて、号外を発行いた

しました。そのため今回はヌメア受け入れに

ついての記事は割愛しました。今後もこの様

な方法がよいか、皆様のご感想をお聞かせく

ださい。今年度もよろしくご協力お願い致し

ます。            編集部 

佐藤孝子 
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